
、

）

わ
ゆ
ろ
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ソ
グ
の
吟
味

寺
　
　
島

雫

一二三
四五パ

は
し
が
き

ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
意
味

ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ソ
グ
の
目
的
お
よ
び
論
拠

ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
批
判

ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ソ
グ
の
評
価

む
　
　
す
　
　
び

は
　
し
　
が
　
き

．
最
近
ア
メ
り
カ
に
わ
い
て
、
原
価
計
算
の
中
心
課
魎
の
一
つ
と
し
て
娘
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
ゲ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
イ
ン

グ
（
直
扶
原
価
計
算
、
口
｛
篶
ｇ
ｏ
◎
。
。
ま
牽
冒
篶
９
ｏ
◎
。
。
け
＞
ｏ
８
目
鼻
ぎ
帽
）
　
○
問
魑
が
あ
る
。
即
ち
一
九
五
二
年
の
Ｎ
．
Ａ
．
ｃ

Ａ
（
ア
ノ
リ
カ
庫
価
会
計
十
協
会
（
ズ
註
一
◎
量
－
＞
。
。
。
。
◎
ｏ
サ
｝
◎
箏
◎
『
Ｏ
ｏ
・
。
け
＞
８
；
巨
彗
誌
）
）
の
大
会
に
わ
い
て
、
二
の
問
題
が
グ

ル
ー
－
フ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
対
象
と
し
て
坂
上
げ
ら
れ
て
、
広
く
一
般
の
関
心
を
集
め
る
に
至
り
、
一
九
五
三
年
の
年
次
大
会
、

引
続
い
て
一
九
五
四
年
の
大
会
に
わ
い
て
も
研
究
の
課
題
と
し
て
敢
上
げ
ら
れ
、
活
渡
な
究
明
が
わ
こ
な
わ
れ
た
。
一
九
五
三
年
四

　
　
い
わ
ゆ
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
ィ
ソ
グ
の
吟
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
五
（
六
九
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
四
替
・
策
四
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
二
五
六
（
六
九
二
）

月
の
Ｎ
・
Ａ
・
Ｃ
・
Ａ
の
ブ
レ
テ
ィ
ン
に
は
、
一
九
三
六
年
以
来
発
表
さ
れ
た
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
や

所
説
を
整
理
し
た
特
集
号
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
極
め
て
貴
重
な
文
献
が
集
録
さ
れ
て
い
る
ｏ
ま
た
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
レ

ヴ
ユ
ー
誌
や
、
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ン
シ
ー
誌
に
も
優
れ
た
多
数
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
ｒ
二
り
ア
メ
リ
カ
の
活
濃
な
論
議
に
刺
戟
さ
れ
て
、
わ
が
国
に
わ
い
て
も
学
者
、
実
務
家
に
関
心
を
持
た
れ
始
め
、
先
覚
者
に
よ
る

二
れ
が
詳
細
な
紹
介
や
優
れ
た
研
究
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
（
す
で
に
単
行
木
と
し
て
、
久
保
田
音
次
郎
教
授
の
「
直
接
原
価
計
算
論
」
干
倉
書

房
発
行
が
あ
る
）
、
実
際
家
に
よ
つ
て
試
み
ら
れ
つ
っ
あ
る
。
ピ
は
い
え
、
先
進
国
ア
メ
リ
カ
に
わ
い
て
す
ら
、
い
ま
な
お
賛
否
両
派

が
対
立
し
論
争
の
的
と
な
つ
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
ア
ズ
リ
カ
に
お
い
て
、
今
後
如
何
に
発
展
し
、
か
つ
如
何
に
活
用

せ
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
見
守
る
べ
き
状
況
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
だ
一
般
に
承
認
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
１

そ
二
で
本
稿
で
は
、
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ン
シ
ー
一
九
五
五
年
四
月
号
に
揚
載
さ
れ
て
い
る
ベ
イ
ヤ
ー
氏
の
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
２

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
．
レ
ヴ
ユ
ｉ
一
九
五
五
年
、
七
月
号
に
発
表
さ
れ
た
ブ
ラ
ァ
ム
メ
ッ
ト
氏
の
論
文
そ
の
他
を
織
り
交
ぜ
て
、
ダ

イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
吟
味
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

詑
１
　
　
■
ｏ
げ
ｏ
昌
宙
ｏ
｝
ｏ
『
…
♂
Ｕ
守
ｏ
ｇ
Ｏ
◎
津
サ
ｏ
ｑ
一
｝
ｏ
＞
箏
吻
ミ
ｏ
、
弓
チ
ｏ
』
◎
目
、
箏
当
ｏ
、
＞
ｏ
ｏ
◎
；
目
冨
目
ｏ
く
－
＞
ｏ
ユ
ー
－
り
｝
９

註
２
甲
茅
宰
…
昌
。
三
）
一
§
乙
邑
轟
ム
ぎ
巨
一
＝
；
二
§
言
§
易
邑
一
。
。
。
。
焉
～
皇
。
ぎ
８
蔓
夏
寄
く
事
二
身
し
り
葺

ニ
　
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ヲ
ィ
！
グ
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
３

　
ベ
ィ
ヤ
ー
氏
は
「
ダ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
回
答
た
り
得
る
か
」
と
い
う
論
文
の
胃
頭
に
お
い
て
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス

、
丁
イ
ン
グ
は
、
快
し
て
一
般
に
承
認
さ
れ
た
碓
一
の
定
義
を
祷
つ
て
い
な
い
と
１
論
術
し
、
そ
の
提
案
者
の
あ
る
人
人
は
、
管
理
あ
る

二Ｌ



い
は
分
析
目
的
の
た
め
に
、
製
品
原
価
（
雫
◎
ま
ｇ
ｏ
尋
）
の
計
算
に
対
し
て
制
限
さ
れ
た
も
の
と
看
傲
し
、
全
部
原
価
主
義

（
弓
己
－
８
。
。
一
げ
富
５
で
も
っ
て
純
所
得
を
報
皆
す
る
損
益
計
算
書
を
も
っ
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　
お
そ
ら
く
、
こ
の
態
度
は
、
い
わ
ゆ
る
固
定
（
｛
×
＆
）
と
変
動
（
く
弩
訂
匡
ｏ
）
の
範
犠
に
、
製
品
原
価
の
単
な
る
分
類
が
ダ
ィ
レ

ク
ー
、
。
・
コ
ス
テ
ｆ
ン
ゲ
を
構
成
す
る
、
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
提
案
者
は
、
岡
定
費
を
す
っ
か
り
、
厳
密
に
除
外

し
な
い
、
そ
し
て
損
益
計
算
書
を
符
理
し
な
い
と
こ
ろ
の
い
か
な
る
手
続
も
、
二
れ
を
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
ク
と
し
て
承
認

し
な
い
の
で
あ
る
。
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
ゲ
の
積
極
的
な
提
案
考
の
意
見
は
、
製
品
原
価
計
算
に
わ
け
る
変
動
費
の
み
を
処

理
し
、
損
益
計
算
に
給
果
と
し
て
起
る
影
響
の
十
分
な
承
認
を
論
ず
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
、
フ
ラ
ァ
ム
メ
ツ
ト
氏
は
、
い
ま
な
わ
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
る
用
語
が
何
を
意
味
し
、
そ
し
て
会
計
目
的
と
し
て
何
を

包
含
す
る
か
に
っ
．
い
て
は
、
重
要
な
不
確
定
が
あ
る
と
い
い
、
そ
の
不
確
定
の
あ
る
も
の
は
不
適
当
な
用
語
の
緕
果
で
あ
る
と
論
ず

る
ｏ
即
ち
〃
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
”
は
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
意
味
し
な
い
。
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン

グ
の
文
字
通
り
の
意
味
は
、
そ
れ
が
伝
達
せ
ん
と
意
図
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
会
計
慨
念
に
た
だ
わ
ず
か
に
関
係
が
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。
大
低
の
会
計
士
に
と
つ
て
、
原
価
計
算
な
る
用
語
は
、
一
般
に
製
品
単
位
（
旨
ま
亀
雫
◎
ま
９
）
へ
の
ド
ル
価
値
（
原
価
）

の
割
当
を
意
味
す
る
。
そ
二
で
形
容
詞
〃
ダ
ィ
レ
ク
ト
”
を
附
け
る
こ
と
は
、
間
接
的
に
よ
り
は
む
し
ろ
直
接
的
に
結
び
付
く
原
価

を
製
品
へ
割
当
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
事
実
、
あ
た
か
も
こ
の
よ
う
な
手
続
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
４

し
か
し
こ
れ
は
〃
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
”
の
表
魑
で
も
つ
て
提
案
さ
れ
た
会
計
手
続
で
は
な
い
。
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
知
ら
れ
た
会
計
手
続
あ
る
い
は
抜
術
の
本
質
は
、
製
品
単
位
に
関
し
て
よ
り
は
む
し
ろ
期
間
に
関
し
て
、
製
造
の

固
定
費
あ
る
い
は
時
間
と
の
関
連
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
支
持
す
る
人
人
は
、

　
　
い
わ
仰
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ソ
グ
の
吟
昧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
七
（
六
九
三
）

．
一

＾一…上＾’

叩’
’

…

－
山

…
川…

…凹
…＾－」

１



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
絵
・
鋳
四
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
八
（
六
九
四
）

操
業
度
（
生
産
量
、
雫
◎
ま
ま
旨
－
婁
０
５
の
変
化
と
共
振
的
に
変
動
す
る
費
用
と
変
動
し
な
い
と
こ
ろ
の
費
用
と
の
間
に
、
製
造

原
価
（
冒
彗
自
♂
ｏ
言
ユ
轟
８
。
。
誌
）
を
分
離
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
操
業
度
の
機
能
で
あ
る
と
こ
ろ

の
費
用
は
、
製
品
に
割
当
て
ら
れ
、
そ
し
て
仕
掛
品
（
考
◎
寿
ぎ
睾
◎
ｏ
２
．
ａ
）
、
完
成
品
棚
卸
高
（
饒
目
げ
プ
＆
胴
◎
己
ぎ
く
竃
ざ
『
｛
２
）

そ
し
て
売
上
原
価
（
８
。
。
け
◎
『
竃
－
２
）
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
生
産
量
が
変
化
す
る
と
き
、
固
定
あ
る
い
は
変
動
し

な
い
と
こ
ろ
の
費
用
は
、
こ
れ
を
期
間
原
価
（
唱
ユ
巳
ｏ
畠
雰
）
で
あ
る
と
考
え
る
、
そ
し
て
そ
れ
が
発
生
し
、
帳
簿
に
記
録
さ
れ

る
期
間
の
売
上
に
対
し
て
対
応
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
日
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
一

般
に
支
持
さ
れ
て
い
る
定
義
は
「
製
品
は
量
を
も
つ
て
変
化
す
る
そ
し
て
製
品
製
造
に
関
す
る
原
価
の
み
を
負
担
し
、
製
造
の
量
よ

り
も
む
し
ろ
時
間
機
能
で
あ
る
原
価
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
製
品
原
価
か
ら
除
外
す
る
と
こ
ろ
の
原
価
計
算
の
方
法
で
あ
る
。

（
Ｕ
宇
ｏ
ｇ
Ｏ
◎
。
。
己
目
ｏ
ｑ
一
オ
・
＞
ｂ
一
＞
一
宙
邑
９
庁
目
一
－
８
＋
Ｏ
◎
目
即
『
９
８
弓
８
８
＆
ぎ
ｏ
ｑ
！
ｃ
◎
（
ｏ
ｏ
ｏ
ヌ
ｏ
昌
お
む
）
）
、
即
ち
ダ
ィ
レ
ク
ト

．
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
一
般
に
承
認
さ
れ
た
概
念
は
、
製
造
原
価
を
固
定
的
な
も
の
と
、
生
産
量
に
比
例
し
て
変
動
す
る
も
の
と

に
分
離
し
、
変
動
費
（
直
接
素
価
十
変
動
間
接
費
）
を
も
つ
て
行
う
原
価
計
算
の
方
法
を
い
う
の
で
あ
り
、
直
接
費
お
よ
び
変
動
間

接
費
の
み
が
売
上
製
晶
原
価
・
棚
卸
資
産
を
評
価
す
る
の
に
用
い
ら
れ
、
操
業
度
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
そ
の
大
き
さ
の
変
ら
な
い
固

定
的
間
接
費
は
、
製
品
製
造
原
価
か
ら
除
外
さ
れ
、
発
生
し
た
期
間
の
損
費
と
し
て
直
接
に
損
益
勘
定
に
移
す
処
理
を
な
す
も
の
で

あ
る
Ｏ

　
註
３
■
◎
す
。
、
↓
宙
。
＜
。
、
氏
、
（
Ｎ
．
Ａ
．
Ｃ
．
Ａ
、
、
、
ル
ゥ
ォ
ー
キ
ー
支
部
の
前
会
長
）
は
、
俵
統
的
原
価
計
算
法
を
放
棄
す
る
た
め
に
、
一
般
に
行
わ

　
　
　
れ
て
い
る
議
論
の
調
査
を
目
的
と
し
て
、
現
在
ま
で
発
表
さ
れ
た
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
麗
す
る
論
文
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
つ

　
　
　
て
、
こ
れ
に
は
ダ
イ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
背
景
、
論
拠
、
評
価
　
（
主
張
）
、
政
府
機
輿
と
の
闘
係
、
内
部
経
営
管
理
と
の
関
係
、
経



註
４

常
者
の
要
求
・
欠
点
・
問
挨
費
の
割
当
に
つ
い
て
分
説
し
て
い
る
○

、
ク
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ト
（
直
接
原
価
）
は
、
全
部
原
価
計
算
に
お
い
て
直
接
原
価
、
第
一
原
価
、
あ
る
い
は
基
礎
原
価
と
称
せ
ら
れ
る
も
の

と
異
な
る
。
ま
た
ド
ィ
ツ
の
直
接
原
価
計
算
（
皇
弓
奪
ｏ
穴
巴
ぎ
一
き
昌
）
と
も
異
る
。
本
稿
の
表
題
を
直
接
原
価
計
算
と
せ
ず
、
ダ
ィ
レ
ク

ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

■

三
　
ダ
ィ
レ
ク
十
・
コ
ス
ブ
ィ
ソ
グ
の
目
的
わ
よ
び
論
擦

　
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
製
造
活
動
と
直
接
的
な
関
係
に
お
い
て
発
生
す
る
原
価
を
計
算
し
、
他
方
一
期
間
に
発
生
し

篶
」
固
定
費
を
損
益
計
算
書
に
期
間
原
価
と
し
て
全
額
計
上
す
る
。
二
れ
に
よ
つ
て
、
、
操
業
度
ま
た
は
生
産
量
に
わ
け
る
変
動
が
利
益

に
わ
よ
ぼ
す
影
響
を
確
め
る
た
め
に
、
詞
葺
Ｈ
島
■
亟
（
峠
織
鯉
）
Ｈ
き
諜
ｅ
匿
瓢
（
ｏ
畠
？
＜
◎
巨
昌
ｏ
・
雫
ｏ
津
；
５
｛
◎
目
ム
巨
勺
）
に
っ

い
て
、
全
部
原
価
計
算
（
、
『
◎
Ｓ
一
８
。
。
け
ぎ
ｏ
ｑ
一
｝
茅
９
ヌ
ー
昌
ｏ
富
け
｝
轟
）
よ
り
一
層
有
効
な
〃
、
し
て
理
解
し
易
い
イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ヨ

ン
を
経
営
管
現
者
に
与
え
る
制
度
で
あ
る
。
イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ヨ
ン
を
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
経
営
管
理
者
に
対
し
て
、
も
つ
と
も
判
り

易
い
形
式
で
示
す
制
度
で
あ
る
。
即
ち
生
産
量
や
売
上
高
が
変
化
す
る
場
含
、
原
価
と
利
益
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
、
全
部
原

価
計
算
に
わ
い
て
は
、
固
定
費
と
変
動
費
と
を
区
分
し
た
損
溢
計
算
書
を
作
成
し
な
い
の
で
上
記
の
関
係
が
明
記
さ
れ
な
い
献
点
が

あ
る
。
コ
ス
ト
・
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
・
ブ
ロ
フ
ィ
ト
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
原
価
管
理
（
Ｏ
◎
。
。
け
Ｏ
昌
旨
巴
）
や
利
溢
計
画
（
？
ｏ
津

里
彗
己
お
）
に
役
立
つ
資
料
を
判
り
易
く
表
現
し
て
、
経
営
管
理
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
会
計
士
の
重
要
な
任
移
の
一
つ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
標
準
原
価
計
算
の
一
つ
の
発
展
形
態
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
一
し
思
わ
れ

る
Ｏ

　
　
い
わ
ゆ
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ソ
グ
の
吟
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
九
（
六
九
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
轡
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
（
六
九
六
）

　
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
上
述
の
如
く
、
直
接
材
料
費
、
直
接
労
務
費
お
よ
び
変
動
的
間
接
費
の
み
が
製
品
に
賦
課
せ

ら
れ
、
操
業
度
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
そ
の
大
き
さ
が
変
ら
な
い
固
定
的
間
接
費
は
製
品
原
価
か
ら
こ
れ
を
除
外
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
全
部
原
価
計
算
（
司
；
８
。
。
け
８
ｏ
昌
冒
庄
轟
）
に
お
い
て
は
、
築
品
の
製
造
原
価
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
原
価
要
素

が
製
品
に
賦
課
さ
れ
る
。
ベ
ィ
ヤ
ー
氏
は
、
原
価
計
算
は
そ
の
発
達
の
初
期
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
変
動
製
造
間
接
費
（
＜
弩
サ
雪
ｏ

冒
彗
亀
８
９
ユ
謁
◎
く
雪
軍
邑
ｏ
易
誌
）
と
固
定
費
（
穿
＆
８
。
。
邑
を
適
当
に
緕
含
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
影
響
の
及
ぶ
範
囲

に
も
っ
と
も
密
接
に
対
比
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
直
接
素
価
（
窄
ぎ
ｏ
８
。
・
↓
）
に
対
す
る
一
単
位
と
し
て
二
っ
の
グ
ル
ー
ブ
を
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
５

さ
せ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
普
遍
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
事
実
上
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
製
造
間
接
費
の
固
定
部
分
と

変
動
部
分
あ
る
い
は
直
接
素
価
と
の
間
の
関
係
を
否
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
製
造
間
接
費
の
固
定
部
分
は
、
商
業
的
な
間
接

費
（
ｏ
◎
旨
冒
胃
ｏ
邑
◎
＜
雲
ぎ
邑
ｏ
畠
斤
。
。
）
（
註
一
般
管
理
・
販
売
問
接
費
）
と
同
様
な
方
法
に
お
い
て
期
間
原
価
（
潟
ユ
＆
８
。
。
け
）

と
し
て
処
理
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
製
造
間
接
費
の
変
動
部
分
は
、
い
ま
な
お
棚
卸
資
産
（
ぎ
＜
８
８
ユ
２
）
に
賦
課
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
則
ち
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
製
造
間
接
費
の
分
離
計
算
と
し
て
、
ま
た
棚
卸
資
産
評
価
方
法
と
し
て
重
要
な

特
色
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
、
過
去
四
十
年
あ
る
い
は
五
十
年
に
あ
ら
わ
れ
始
め
た
近
代
的
な
原
価
計
算
の
大
な
る
利
益
の
一
つ
と
し
て
、
製
品
原
価

は
単
に
材
料
（
冒
津
ｏ
、
邑
）
生
産
的
労
働
（
雫
＆
９
饒
＜
ｏ
８
参
）
そ
し
て
若
千
の
明
白
な
臨
時
費
（
ぎ
ｏ
崖
昌
Ｓ
－
８
。
。
募
註
経
費
）

よ
り
な
り
立
つ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
た
滅
価
償
却
費
（
宗
窄
０
９
邑
昌
）
財
産
税
（
雫
毛
９
々
け
買
２
註
固
定
資
産
税
）
そ
し

て
経
鴬
者
の
報
酬
（
。
。
巴
弩
｛
ｇ
♂
『
昌
彗
晶
ｏ
昌
彗
け
）
の
如
き
諾
項
目
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
企
業
に
張
く
感
じ
さ
せ
た
こ

と
と
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
そ
し
て
二
れ
は
、
大
企
業
で
さ
え
も
減
価
償
却
費
が
製
造
原
価
を
構
成
し
な
か
つ
た
梼
を
回
瀬
せ

■



し
め
る
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
思
う
に
、
番
場
教
授
も
指
柵
す
る
よ
う
に
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
入
テ
ィ
ン
グ
は
製
晶
原
価
か
ら
間
援

費
の
一
部
を
抜
か
し
た
昔
の
原
価
計
算
法
へ
の
復
嬬
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
間
接
費
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
製
品
原
価
に
算

入
し
な
か
つ
た
の
は
、
当
時
の
会
計
係
が
、
そ
れ
ら
を
如
何
に
し
て
製
品
に
割
り
当
て
る
か
、
そ
の
方
法
を
知
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌
６

り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
が
製
品
原
価
と
し
て
も
つ
重
婁
性
を
現
解
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
Ｃ
と
、
財
産
税
や
滅
価
償
却
費
の
意
義

や
そ
の
吸
牧
方
法
を
理
解
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
原
価
要
素
を
生
産
量
と
の
関
連
に
わ
い
で
、
製
品
原
価
と
期
間

原
価
に
分
離
す
る
こ
と
と
は
本
質
的
に
異
な
る
ー

　
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
わ
い
て
は
、
製
造
原
価
要
素
を
．
生
産
量
に
比
例
し
て
増
減
す
る
か
否
か
を
基
準
と
し
て
、
製

品
原
価
と
す
る
か
、
期
問
原
価
と
し
て
処
理
す
る
か
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
間
接
費
の
分
類
は
、
し
ば
し
ぱ
論
ぜ
ら
れ
る

よ
う
に
、
重
典
か
っ
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
ベ
ィ
ヤ
ｉ
氏
は
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
わ
い
て
は
、
大
な
る
範
囲
ま
で
、
費

用
を
そ
の
嗣
有
の
性
質
か
ら
で
は
な
く
、
経
営
符
理
政
策
（
昌
彗
翁
¢
昌
竃
け
尼
－
｛
２
）
ｏ
た
め
に
固
定
的
あ
る
い
は
変
動
的
と
看

徴
さ
れ
て
い
る
と
い
う
専
実
を
無
視
す
る
。
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
提
案
者
は
、
彼
等
自
身
の
間
で
も
原
価
を
い
か
に
分

類
す
る
か
に
つ
い
て
、
は
つ
き
り
と
意
見
を
異
に
し
て
い
る
。
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
最
近
の
討
論
会
（
｛
ぎ
量
。
。
一
◎
胃
昌
８
庄
謁
）
に
わ
い
て
も
、
直
接
労
働
に
対
す
る
休
股
の
賃
金
は
、
固
定
費
で
あ
る
か
、

変
動
費
で
あ
る
か
の
質
問
に
関
し
て
、
そ
の
グ
ル
ｉ
プ
は
均
等
に
分
割
さ
れ
た
と
い
い
、
ス
チ
ー
ム
費
は
、
も
し
も
部
門
消
費
額
が

測
定
さ
れ
な
け
れ
ば
多
分
固
定
費
で
あ
る
。
し
か
し
測
定
の
た
め
の
適
当
な
方
法
が
設
け
ら
れ
る
な
ら
ば
変
動
費
と
し
て
処
理
す
る

と
定
め
ら
れ
た
Ｃ
か
く
し
て
も
し
も
、
ス
チ
ー
ム
、
あ
る
い
は
電
気
の
よ
う
な
費
用
は
渕
定
さ
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
変
動
費
で
あ
る
、

も
し
も
測
定
さ
れ
な
け
れ
ば
固
定
費
で
あ
る
と
し
て
処
理
さ
れ
る
の
で
あ
る
Ｃ

　
　
い
わ
ゆ
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
吟
昧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
（
六
九
七
）
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’
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立
命
館
経
済
学
（
箪
四
巻
．
舞
四
暑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二
（
六
九
八
）

　
固
定
費
を
製
品
原
価
か
ら
除
外
す
る
た
め
に
は
、
固
定
費
決
定
の
基
礎
と
し
て
操
業
度
の
幅
に
つ
い
て
の
仮
定
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
操
業
度
の
変
化
に
伴
い
固
定
費
の
範
囲
も
ま
た
変
化
す
る
、
そ
こ
で
操
業
度
の
幅
に
っ
い
て
異
な
る
仮
定
を
な
す
な

ら
ば
そ
の
緕
果
も
ま
た
著
し
く
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
。
ま
た
期
間
の
長
さ
に
関
し
て
も
仮
定
が
必
要
で
あ
る
。
短
期
間
に
っ
い
て

は
固
定
的
な
性
格
を
も
つ
費
用
で
あ
つ
て
も
長
期
に
わ
た
つ
て
は
変
動
的
と
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
ベ
ィ
ヤ
ー
氏
は
、
経
営
管
理
政
策
は
、
随
意
に
月
月
の
固
定
費
と
変
動
費
の
範
犠
を
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
概
念
を
背

後
に
会
計
の
原
理
的
説
明
を
研
究
す
る
こ
と
は
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　
多
く
の
会
計
士
の
意
見
に
し
た
が
え
ば
、
ダ
ィ
レ
ト
・
コ
ス
チ
ン
グ
な
る
新
し
い
搦
念
は
、
損
益
計
算
書
に
お
い
て
、
完
全
に
吸

牧
さ
れ
な
い
　
（
配
賦
漏
（
不
足
）
間
接
費
）
あ
る
い
は
超
過
吸
牧
さ
れ
る
間
接
費
（
配
賦
超
過
間
接
費
）
（
彗
守
？
昌
◎
き
７
註
１

。
。
◎
｝
＆
ｏ
＜
零
訂
邑
）
に
っ
い
て
の
会
計
士
の
説
明
を
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
営
者
の
た
め
に
生
れ
た
の
で
あ
る
。
　
（
弓
＆

戸
｝
邑
呉
い
、
向
穀
・
；
、
良
§
；
邑
轟
・
『
ま
。
。
ｇ
＞
・
８
；
ま
。
・
Ｈ
９
§
ー
ら
｛
・
ま
目
。
・
一
、
、
』
・
…
量
一
・
妻
・
８
；
暮
・
ざ

○
ｇ
ｏ
げ
竃
冨
８
・
）
却
ち
経
営
管
理
者
は
、
コ
ス
ト
・
ヴ
ォ
リ
ー
ム
、
利
益
の
関
係
を
説
明
す
る
会
計
の
専
門
語
に
よ
っ
て
混
乱
さ
背

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
仮
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
の
関
係
の
理
解
は
善
良
な
経
営
管
理
者
に
と
つ
て
必
要
が
く
べ
か
ら
ざ

る
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
懸
命
に
議
論
さ
れ
て
い
る
ｏ

　
ま
た
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
わ
い
て
は
、
固
定
的
製
造
間
接
費
は
、
製
造
原
価
で
は
な
く
、
た
た
製
造
を
〃
促
進
す
る
”

原
価
（
♂
Ｏ
畠
Ｓ
｛
轟
Ｏ
富
け
註
生
産
準
備
費
）
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
れ
を
変
動
的
製
造
間
接
費
か
ら
除
外
し
て
区
別
す
る
の
で
あ

誰
７る
。
そ
し
て
利
潤
は
製
造
に
お
い
て
作
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
も
精
確
に
は
販
売
に
よ
つ
て
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し

て
利
潤
は
販
売
に
し
た
が
っ
て
の
み
変
化
す
る
、
そ
し
て
壊
造
活
働
の
水
準
に
よ
っ
て
全
く
影
響
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
土



が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
註
５
　
、
タ
イ
レ
ク
ト
・

註
６

註
７

ス
テ
ィ
ソ
グ

揺
要
素
く
騒
秤
腰
饒
鍍
動
的
間
萎
Ｈ
鰻
麟
髄

全
部
原
価
計
算

原
価
要
素
－
直
接
素
価
十
製
造
問
接
費
－
製
品
原
価

全
部
原
価
計
算
に
お
い
て
は
、
原
価
の
構
成
を
直
接
素
価
、
製
造
原
価
、
総
原
価
、
販
売
価
格
と
区
分
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

番
場
嘉
一
郎
教
授
　
直
接
原
価
計
算
の
文
献
研
究
　
原
価
計
算
一
九
五
四
　
二

直
接
原
価
計
算
論
者
の
主
張
の
一
つ
は
、
伝
統
的
会
計
に
お
い
て
は
財
務
諸
表
上
、
「
毎
期
の
生
産
活
動
の
直
接
的
結
果
と
し
て
生
ず
る
原

価
」
と
「
生
産
能
力
の
長
期
の
存
在
お
よ
び
利
用
可
能
性
（
亭
・
一
昌
叩
奪
昌
勺
婁
９
Ｓ
四
ま
、
＜
、
－
囚
雲
享
。
＝
チ
。
勺
、
。
｛
篶
。
ユ
、
。
。
。
勺
、
、

。
喜
）
か
ら
生
ず
る
原
価
」
（
い
い
換
え
れ
ば
、
生
産
原
価
と
固
定
間
接
費
た
る
生
産
準
備
費
）
の
二
っ
を
区
別
し
て
い
な
い
た
め
、
経
営
者

に
対
し
て
誤
つ
た
報
告
を
提
供
す
る
に
至
る
と
論
ぜ
ら
れ
る
。
直
撲
原
価
計
算
論
者
は
原
価
の
動
き
を
異
に
す
る
。
こ
の
二
つ
の
原
価
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

来
る
限
り
明
白
な
一
線
で
区
切
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

山
辺
六
郎
教
授
直
接
原
価
計
算
に
つ
い
て
　
企
業
会
計
　
一
九
五
二
、
三
月
号

｛－…
－

一…
’

川’甘－
川』…

■

四
　
ダ
イ
レ
ク
ト
ニ
ス
ヲ
イ
ソ
グ
の
批
判

　
ヘ
ツ
ブ
ウ
オ
ー
ス
氏
は
、
二
れ
ら
の
議
論
を
評
価
し
よ
う
と
試
み
る
場
含
、
わ
れ
わ
れ
は
直
接
原
価
入
門
の
否
定
し
得
ぬ
単
純
さ

や
そ
の
主
役
の
狂
信
者
に
よ
つ
て
課
ら
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
（
◎
〇
四
冒
篶
一
戸
葭
｛
考
ｏ
算
７
、
、
皇
、
。
。
け
Ｏ
。
の
竈
冒
ｏ
ｑ
ｌ
弓
サ
。

○
富
Ｏ
＞
０
ｑ
乱
婁
戸
、
、
弓
汗
声
０
８
自
暮
ぎ
胴
犀
２
討
メ
守
目
§
『
＜
－
８
中
）
ベ
イ
ヤ
ー
氏
は
ハ
利
潤
は
販
売
に
よ
つ
て
作
ら
れ
、
そ
し

て
製
造
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
直
接
原
価
会
計
士
の
論
点
は
、
利
潤
は
完
全
な
組
織
の
結
含
力
、
よ
く
均
せ
い
と

　
　
　
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
イ
ン
グ
の
吟
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
三
（
六
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
鋒
四
巻
．
第
四
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
穴
四
（
七
〇
〇
）

と
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
第
一
の
秩
序
の
混
乱
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
固
定
的
製
造
間

接
噌
は
製
造
原
価
で
は
な
く
、
た
だ
製
造
を
容
易
に
す
る
原
価
で
あ
る
と
い
デ
議
論
は
誤
っ
た
搦
念
で
あ
る
と
主
張
す
る
・
一
定
の

原
価
を
製
品
の
原
価
か
ら
除
外
し
て
、
そ
れ
為
、
正
し
く
割
当
て
る
二
と
は
困
難
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
日
著
し
い
例
外
と
し
て
、
商

業
的
な
間
接
費
は
期
間
原
価
と
し
て
認
め
、
直
接
原
価
会
計
士
が
固
定
的
製
造
間
接
費
を
記
録
す
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
イ
ン
ゲ
を
採
用
し
た
な
ら
ば
、
固
定
的
製
造
間
接
費
は
製
造
原
価
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
商

業
的
な
間
喉
費
と
同
一
と
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
固
定
的
製
造
間
接
費
の
期
間
原
価
と
し
て
の
敢
扱
は
、
原
価
を
製
品
に

正
確
に
割
当
る
こ
と
の
主
張
や
、
製
造
利
潤
の
決
定
を
迅
速
な
ら
し
め
る
た
め
の
一
般
の
傾
向
に
反
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
ア
メ
リ
カ
に
わ
い
て
所
得
決
定
の
た
め
の
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
手
続
が
、
政
府
の
機
関
に
よ
つ
て
受
容
れ
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
完
全
な
ダ
ノ
・
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
イ
グ
が
証
券
敢
汁
委
員
会
（
ｏ
ｏ
８
；
ま
ｇ
§
｛
向
き
ぎ
轟
ｏ
ｏ
◎
昌
昌
家
｛
昌
）

に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ア
し
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
Ｓ
・
Ｅ
・
Ｃ
は
、
特
殊
の
事
惜
の
も
と
に
、
幾
年
も
実

際
処
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
大
工
業
に
わ
い
て
、
一
定
の
そ
し
て
極
め
て
制
隈
さ
れ
た
固
定
的
製
造
間
接
費
の
除
外
を
許
す
に
過
ぎ

な
い
。
他
は
会
計
調
査
報
告
ナ
ン
バ
ー
四
三
に
わ
い
て
会
計
士
に
よ
つ
て
暗
示
さ
れ
た
状
態
を
固
守
し
て
い
る
。
即
ぢ
Ａ
・
１
・
Ａ

（
ア
メ
リ
カ
会
計
士
協
会
）
の
会
計
調
査
ブ
レ
テ
イ
ン
は
、
遊
休
設
傭
費
、
異
常
な
仕
損
費
、
そ
の
他
の
若
干
の
費
目
を
棚
卸
資
産

か
ら
除
外
す
る
デ
し
と
は
認
め
る
。
た
だ
間
接
費
全
部
を
棚
卸
資
産
原
価
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
認
め
ら
れ
ム
」
会
計
手
続
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誼
３

は
な
い
と
い
う
の
で
あ
■
る
Ｏ

　
ま
た
財
務
省
（
弓
、
。
、
。
。
百
、
＜
Ｕ
．
ｏ
。
、
↓
冒
ｏ
鼻
）
は
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
イ
ン
グ
の
承
認
に
対
す
る
傾
向
を
指
示
す
る
二
っ
の

薮
判
事
件
に
関
係
し
て
い
る
、
し
か
し
、
そ
の
判
決
は
、
棚
卸
資
産
か
ら
す
べ
て
の
固
定
的
製
造
原
価
の
除
外
に
つ
い
て
、
そ
し
て

’



耕
間
原
価
と
し
て
の
処
理
に
つ
い
て
い
か
な
る
根
拠
も
提
供
し
な
か
つ
た
ひ
ま
た
こ
の
時
に
わ
い
て
、
直
接
原
価
主
叢
は
株
主
へ
報

告
す
る
た
め
の
そ
し
て
課
税
所
得
決
宗
、
の
に
め
○
承
認
さ
れ
た
基
準
と
し
て
の
会
計
の
伝
統
的
吸
牧
主
義
（
亭
ｏ
け
§
２
弐
◎
§
－

四
牙
冒
ヌ
｛
昌
げ
婁
５
を
か
え
る
だ
け
の
機
会
を
も
た
か
＼
つ
た
。
　
”
棚
卸
資
、
産
に
適
用
さ
れ
る
原
価
は
、
一
般
に
お
い
て
商
鼎
を

ユ
、
の
現
椎
の
状
態
一
ク
｛
は
場
所
に
持
ち
来
た
す
払
」
め
に
、
直
接
的
あ
る
い
は
閥
接
的
に
発
生
し
た
適
当
な
支
出
や
費
用
の
総
額
を
意

味
す
る
”
（
Ｏ
◎
昌
昌
奉
鶉
◎
胃
声
ｏ
ｏ
；
巨
ぎ
岬
帝
Ｈ
９
＆
毒
９
。
。
ゴ
く
８
ａ
｛
宍
２
ｏ
實
｝
炭
邑
－
ｏ
｛
ｏ
富
一
¢
邑
－
９
ぎ
オ
◎
お
）
と
定

　
　
　
　
謹
９

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
直
接
原
価
・
王
義
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
承
認
さ
れ
た
棚
卸
資
産
評
価
理
論
に
わ
け
る
主
興
な
変
化
を
必

要
と
す
る
に
至
る
で
あ
一
。
）
う
Ｏ

　
そ
こ
で
ダ
ィ
レ
フ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
理
論
上
の
会
計
目
的
の
安
当
性
を
承
認
す
る
た
め
に
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ト

会
計
士
の
あ
る
一
部
に
わ
け
る
傾
向
は
当
座
の
内
部
諾
表
（
｛
巨
ｏ
ユ
目
｛
鼻
ｏ
；
竺
。
。
ｓ
８
昌
ｇ
誌
）
に
つ
い
て
の
み
そ
れ
を
使
用
し
、

そ
し
て
年
度
末
に
、
伝
統
的
吸
牧
主
義
損
益
計
算
書
（
言
邑
峯
◎
量
－
ｐ
茅
◎
｛
ユ
◎
目
げ
婁
げ
。
。
ｓ
苛
冒
８
豪
）
に
復
帰
す
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
貸
借
対
照
表
目
的
の
た
め
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
棚
卸
資
産
の
同
定
的
部
分
は
別
個
の
数
字

と
し
て
－
、
衣
、
小
さ
れ
ろ
一
一
と
ブ
多
い
。
リ
、
し
・
．
）
レ
ー
、
っ
に
当
岬
、
一
吋
パ
、
べ
一
一
、
＾
●
た
め
に
は
棚
卸
額
が
ら
同
定
的
閉
接
費
を
排
除
し
、

そ
し
て
公
表
さ
れ
る
諾
表
に
は
固
定
的
間
接
費
を
算
入
す
る
二
と
は
、
会
計
上
の
訓
練
を
受
け
な
い
経
営
管
理
者
に
は
誤
解
を
生
じ

ゃ
す
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
も
し
も
色
色
に
測
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
経
営
管
理
の
手
段
と
し
て
、
そ
し
て
そ
の
結
果
を
測
定
す
る

た
め
の
手
段
と
し
て
の
会
計
の
有
用
性
は
害
せ
ら
れ
る
と
い
う
。

　
実
務
的
な
内
部
経
営
管
理
面
の
問
題
に
関
し
て
は
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
各
階
層
の
経
営
者
に
提
供
さ

れ
る
製
品
原
価
の
イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ヨ
ン
は
、
固
定
的
製
造
間
接
費
の
割
当
を
行
わ
ず
、
総
製
品
マ
ー
ジ
イ
ン
（
総
益
）
は
非
現
実

　
　
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
イ
ソ
グ
の
吟
昧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
五
（
七
〇
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
六
（
七
〇
二
）

的
に
高
く
報
告
さ
れ
る
。
経
営
者
は
か
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
マ
ー
ジ
イ
ン
は
固
定
費
の
割
当
て
前
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
二

と
を
了
解
す
る
し
か
も
こ
れ
ら
の
マ
ー
ジ
イ
ン
は
、
適
当
な
総
含
会
杜
利
益
（
◎
＜
ｇ
－
竺
８
旨
寝
ミ
雫
◎
宰
）
を
用
意
す
る
た
め
に

総
固
定
費
よ
り
以
上
の
水
準
に
て
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
酷
烈
な
価
格
競

争
に
直
面
し
た
販
売
支
配
人
は
、
少
く
と
も
あ
る
製
品
に
つ
い
て
、
他
の
製
品
が
負
担
を
支
え
る
と
い
う
理
論
で
も
つ
て
価
格
の
引

下
げ
の
圧
追
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
会
計
理
論
家
は
、
費
用
牧
益
の
対
応
に
お
い
て
す
べ
て
の
費
用
を
同
様
に
並
べ
る
。
そ
し

て
選
択
的
な
註
文
に
わ
け
る
牧
益
か
ら
償
わ
れ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
基
本
的
原
理
と
し
て
支
持
す
る
か
ら
、
販
売
価
格
に

わ
け
る
気
ま
よ
う
態
度
は
、
隈
界
価
格
を
付
け
る
こ
と
（
昌
ぎ
０
ｑ
｝
冒
－
雫
匡
轟
）
に
よ
つ
て
助
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
経
営

者
は
不
十
分
な
販
売
計
画
を
含
理
化
す
る
た
め
の
容
易
な
方
法
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
そ
の
前
に
あ
る
と
こ
ろ
の
真
の

論
成
を
避
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
比
較
的
競
争
の
少
な
い
時
に
お
い
て
も
、
か
よ
う
な
実
務
は
、
会
杜
を
悪
い
判
断
を
基
準
と
し
た
決
定
に
さ
ら
す
こ
と
に
な

る
。
あ
る
製
品
に
お
け
る
価
格
が
競
争
製
品
で
あ
る
た
め
切
下
げ
ら
れ
る
と
き
、
実
質
上
他
の
非
常
に
有
利
な
製
品
が
固
定
費
の
す

べ
て
を
償
い
う
る
。
し
か
し
も
し
も
有
利
な
製
品
の
競
争
的
利
益
が
急
速
に
消
滅
す
る
と
き
、
そ
し
て
価
格
が
正
常
な
限
界
水
準
に

ま
で
引
下
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
、
す
て
き
な
判
断
と
見
識
と
を
も
っ
て
管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
変
動
費
以
上

の
マ
ー
ジ
ィ
ン
の
稀
薄
は
、
疑
い
も
な
く
企
業
失
敗
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
◎

　
以
上
は
、
ベ
ィ
ヤ
ー
氏
が
論
ず
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
批
判
の
い
く
っ
か
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
た
、
一
層
積

極
的
に
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
た
と
え
内
部
的
な
目
的
の
た
め
に
で
も
財
務
諾
表
に
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

Ｌ
て
ダ
ィ
ソ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
ゲ
に
関
す
る
会
計
技
術
（
期
間
的
製
造
間
接
費
を
製
品
の
評
価
の
た
め
に
分
祈
す
る
）
は
、
そ
れ



が
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
以
前
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
二
と
を
強
調
し
て
い

、
。
吸
牧
（
企
部
）
原
価
会
計
士
（
饒
茅
Ｏ
｛
｛
旨
８
津
８
０
９
目
け
竃
言
）
に
よ
つ
て
使
用
さ
れ
た
と
き
、
抜
術
一
は
一
般
に
旨
。
、
牲
、

目
竺
８
鼻
・
亭
巨
｝
旨
彗
巴
＜
。
。
オ
（
註
眼
界
原
価
分
析
）
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
通
常
一
定
の
会
計
記
録
あ

る
い
は
財
務
諾
表
か
ら
独
立
し
て
ス
ポ
ォ
ト
研
究
（
。
。
勺
ｇ
。
。
；
与
）
の
形
態
を
と
る
。
そ
．
れ
は
製
晶
の
種
類
を
基
準
と
し
て
、
ブ
一
、
れ

ら
○
種
類
か
ら
生
じ
た
利
益
と
固
定
費
に
つ
い
て
の
コ
ン
ト
リ
ビ
ユ
ー
シ
ョ
ン
（
負
担
）
を
表
現
す
る
こ
と
に
努
め
る
○
で
あ
る
ｃ

そ
し
て
二
の
イ
ン
フ
オ
メ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
使
用
目
的
や
そ
れ
ら
が
与
え
ら
れ
る
個
人
の
能
力
等
を
考
慮
し
て
作
成
さ
れ
そ
し
て

提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
会
計
士
は
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
イ
ン
グ
の
使
用
の
す
べ
て
の
目
的
か
ら
生
ず
る
不

徹
底
な
販
売
額
格
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
固
定
費
の
適
用
以
前
に
警
叩
総
益
を
報
告
す
る
マ
ー
ジ
ナ
ル
．
コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ｉ
シ

ヨ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
イ
ン
ヨ
ン
に
注
意
深
い
ｏ

　
マ
ｉ
ジ
ナ
ル
．
コ
ン
ト
リ
ヴ
ユ
ー
シ
ョ
ン
分
析
は
完
全
な
経
営
者
の
意
思
決
定
に
到
達
す
る
た
め
の
報
告
の
一
項
目
と
し
て
、
特

に
販
売
混
合
の
研
究
、
利
益
計
画
あ
る
い
は
販
売
促
進
の
如
き
分
野
と
の
関
係
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
原
価
の
す
べ
て
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
真
の
製
品
原
価
の
研
究
が
常
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ニ
ィ
カ
ァ
ｉ
ク
氏
は
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ト
会
計
士
は
、
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
個
々
の
響
叩
の
価
格
を
設
定
す
る
と
ふ
、
、
固
定

費
の
独
断
的
な
割
当
と
関
係
が
な
い
な
ら
ば
、
よ
り
よ
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
な
お

マ
ｉ
ジ
ナ
ル
．
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ン
ト
リ
ヴ
ユ
ー
シ
ョ
ン
の
総
額
は
、
固
定
費
を
回
牧
し
、
そ
し
て
正
常
利
益
を
提
供
す
る
の
に

十
分
な
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
可
能
と
は
思
わ
れ
な
い
。
　
（
考
、
匡
。

考
・
オ
ｏ
寿
守
〆
一
自
◎
考
皇
篶
９
ｏ
彗
ミ
◎
寿
♂
『
峯
ゆ
量
ｑ
Ｑ
ｏ
昌
竃
戸
、
、
オ
＞
Ｏ
ト
一
；
＆
目
』
§
§
｛
６
９
・
）
と
い
う
。
要
す
る

　
　
　
い
わ
ゆ
る
、
タ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
吟
昧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
七
（
七
〇
三
）

」■、
…ド



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
四
巻
・
第
四
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
八
（
七
〇
四
）

　
に
固
定
費
の
科
学
的
割
当
を
な
す
こ
と
の
困
難
は
、
問
題
を
完
全
に
回
避
さ
せ
な
い
。
こ
の
間
題
の
解
決
は
、
す
な
わ
ち
評
価
を
一

　
層
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
抜
術
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
周
知
の
よ
う
に
全
部
原
価
計
算
に
お
け
る
間
接

　
費
の
計
算
は
（
特
に
季
節
的
企
業
に
お
い
て
は
）
正
常
的
（
平
均
）
生
産
量
に
関
連
せ
し
め
て
製
品
に
吸
牧
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
即

　
ち
正
常
配
賦
卒
に
よ
る
間
接
費
の
配
賦
計
算
に
よ
つ
て
単
位
原
価
の
短
期
的
な
動
揺
が
防
止
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
期
末
を
ま
た
な

　
い
で
、
製
口
叩
原
価
を
決
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
み
。

　
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ト
会
計
士
の
あ
る
一
部
に
わ
け
る
傾
向
は
、
当
座
の
内
部
諾
表
に
っ
い
て
こ
れ
を
使

用
し
、
年
度
の
終
り
に
、
伝
統
的
な
全
部
原
価
計
算
に
復
帰
さ
せ
ん
と
す
る
。
即
ち
貸
借
対
照
表
目
的
の
た
め
に
は
、
棚
卸
資
産
の

固
定
部
分
を
別
個
の
数
字
と
し
て
提
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
固
定
部
分
の
計
算
は
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
狂

信
者
が
避
け
ん
と
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
の
重
要
な
点
の
一
つ
、
正
常
配
賦
卒
を
用
い
る
こ
と
を
さ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
・

　
　
ま
た
ベ
ィ
ヤ
ー
氏
は
棚
卸
資
産
か
ら
固
定
的
製
造
間
接
費
の
削
除
（
積
極
的
な
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
提
案
者
が
主
張

す
る
、
固
定
的
製
造
間
接
費
は
棚
卸
資
産
原
価
を
構
成
し
な
い
）
の
間
題
が
無
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
即
ち
製
造
工
業
に
お

け
る
機
械
化
は
、
明
白
な
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
一
層
多
く
の
間
接
費
と
一
属
少
な
い
直
接
労
．
務
費
を
意
味
す

る
。
し
た
が
つ
て
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
下
に
わ
い
て
は
、
最
大
の
固
定
設
備
を
も
っ
会
杜
は
、
最
少
単
位
の
棚
卸
資

産
原
価
を
も
っ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
命
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
原
価
分
配
の
間
題
は
、
評
価
に
広
範

ー
の
影
饗
を
与
、
ん
る
こ
と
に
な
る
、
こ
れ
は
棚
卸
資
産
評
価
の
た
め
に
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
理
論
に
一
致
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
っ
ぎ
に
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
実
際
採
用
す
る
場
含
に
そ
う
ぐ
う
す
る
困
難
は
、
間
接
費
分
離
の
問
題
で
あ
る
。
大

低
の
会
杜
に
わ
い
て
は
、
個
個
の
製
造
間
接
費
が
、
固
定
費
で
あ
る
か
変
動
費
で
あ
る
か
に
っ
い
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
決
定
を
な
す



二
と
ば
困
難
で
あ
る
。
通
常
半
変
動
費
あ
る
い
は
半
固
定
費
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
た
い
て
い
の
間
接
費
は
、
若
千
両
方
の
性
格

を
も
つ
て
い
る
ｏ

　
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
法
○
下
に
わ
い
て
は
、
変
動
費
と
問
定
費
を
如
何
に
区
分
し
、
勘
定
処
理
す
る
の
で
あ
る
か
、
こ

の
場
含
、
純
然
た
る
岡
定
費
あ
る
い
は
変
動
費
を
区
分
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
簡
単
で
あ
る
。
し
か
し
半
変
動
費
を
固
定
部

分
と
変
動
部
分
に
分
離
す
る
二
と
は
き
は
め
て
重
要
た
点
で
あ
る
。

　
閉
接
穀
○
配
賦
に
関
し
て
、
ベ
イ
ヤ
ー
氏
は
、
あ
る
会
計
士
は
、
個
個
の
費
用
の
意
義
を
無
視
す
る
。
そ
し
て
総
実
際
間
接
費
を

一
小
す
垂
直
軸
と
活
動
率
を
示
す
水
平
軸
を
記
入
し
た
グ
ラ
フ
に
、
す
べ
て
の
間
接
費
を
記
入
す
る
。
グ
ラ
フ
に
数
個
の
点
を
記
入
し

た
後
、
線
が
垂
直
軸
に
対
す
る
点
の
平
均
位
置
を
通
じ
て
引
か
れ
る
。
そ
の
線
が
垂
直
軸
に
ふ
れ
る
と
二
ろ
を
固
定
費
の
概
算
ド
ル

（
概
算
額
）
と
す
る
。
そ
、
二
で
こ
○
額
を
、
間
接
費
の
総
額
か
ら
捷
除
し
て
、
そ
し
て
損
益
計
算
書
に
期
間
原
価
と
し
て
示
す
。
そ

い
費
用
の
残
一
灼
は
正
常
卒
基
準
に
よ
っ
て
棚
卸
資
産
を
通
じ
て
一
部
吸
牧
さ
れ
る
。
そ
し
て
残
余
は
未
吸
牧
間
接
費
と
し
て
．
不
さ
れ

る
Ｃ　

製
遣
間
接
費
処
理
の
い
ま
一
つ
の
方
法
は
、
発
生
し
た
変
動
費
の
す
べ
て
を
一
つ
の
勘
定
に
負
担
さ
せ
、
そ
し
て
期
間
製
造
費
用

に
っ
い
て
は
、
他
の
勘
定
に
負
拠
せ
し
め
る
。
製
造
に
負
担
さ
せ
た
変
動
的
製
造
間
接
費
は
標
準
あ
る
い
は
予
定
率
に
て
相
殺
勘
定

の
貸
方
に
記
入
す
る
。
前
者
の
勘
定
に
対
す
る
負
担
と
後
者
を
構
成
す
る
貸
方
と
の
間
ぴ
差
額
は
、
管
理
可
能
間
接
費
差
異
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
の
期
間
中
の
変
動
製
造
間
接
費
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
管
理
の
程
度
を
反
映
す
る
と
い
う
二
方
法
を
掲
げ
る
。
し
か
し
上
の

坂
扱
は
標
準
原
価
組
織
（
Ｏ
Ｏ
け
彗
ま
己
Ｏ
畠
け
。
。
壱
ａ
８
）
の
も
と
に
わ
い
て
あ
た
え
ら
れ
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ヨ
ン
と
比
較
し
て
お
と

る
も
の
で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
。

　
　
か
１
わ
ゆ
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
イ
ン
グ
の
衿
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
二
六
九
（
七
〇
五
）

一
』

一山
－

＾１
一

Ｌ“一

伽甲＾
－



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
箪
囚
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
（
七
〇
六
）

註
８
　
番
場
嘉
一
郎
教
授
　
前
掲
論
文

註
９
　
Ａ
Ｉ
Ａ
の
会
計
手
続
委
員
会
の
会
計
報
告
二
九
号
（
一
九
四
七
年
）
に
は
棚
卸
資
産
評
価
の
主
要
な
基
準
は
原
価
で
あ
る
。

　
　
　
に
資
産
を
護
得
す
る
た
め
に
支
払
つ
た
価
格
あ
る
い
は
与
え
た
報
酬
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。

　
　
　
山
辺
六
郎
教
授
直
接
原
価
計
算
に
つ
い
て
、
企
業
会
計
一
九
五
二
、
三
月
号

こ
れ
は
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
五
ダ
イ
レ
ク
ト
ニ
ス
ヲ
イ
ー
グ
の
評
債

　
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
論
争
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
異
な
る
術
語
は
、
そ
の
方
法
の
価
値
、
あ
る
い

は
欠
点
に
つ
い
て
、
完
全
な
一
致
を
も
た
ら
さ
な
い
の
と
同
様
に
論
争
は
常
に
二
者
選
択
的
な
会
計
方
法
の
議
論
に
入
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
技
術
と
し
て
の
ダ
レ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
含
理
的
評
価
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
論
争
者
は
、
そ
れ
自
体
は
承

認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ブ
ラ
ム
メ
ッ
ト
氏
は
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
評
価
に
関
す
る
基
本
的
間
題
は
、
二
つ

の
領
域
の
調
査
に
分
か
れ
る
と
い
う
、
そ
し
て
第
一
に
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
企
業
経
営
者
に
と
つ
て
価
値
あ
る
イ
ン

フ
オ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
う
る
か
、
第
二
に
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
正
確
な
所
得
測
定
の
た
め
の
、
そ
し
て
適
正
な

棚
卸
資
産
評
価
の
た
め
の
基
準
を
提
供
し
う
る
か
、
の
間
題
で
あ
る
。
彼
は
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
経
営
者
に
将
来
の
経

営
に
影
響
を
及
ば
す
よ
う
な
企
業
決
定
の
明
確
な
説
述
に
も
っ
と
も
重
要
な
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
他
方
に
わ
い
て
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
過
去
の
経
営
か
ら
の
純
所
得
（
篶
二
目
８
冒
Ｏ
）
の
計
算
や
棚
卸
資
産
の

評
価
を
稜
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
ｏ
そ
し
て
企
業
経
営
に
お
け
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の

有
用
性
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。

　
最
近
企
業
家
は
、
彼
等
の
活
動
面
の
前
方
を
見
通
す
こ
と
の
必
要
を
強
く
感
ず
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
、
そ
し
て
経
営
者
が
決
定
を



汀
す
こ
と
を
必
嬰
と
さ
れ
る
殆
ん
ど
す
べ
て
の
も
の
は
、
将
来
の
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ
ィ
レ
ケ

ト
．
コ
ス
テ
イ
ン
グ
技
術
は
、
原
価
傾
向
（
ｏ
寡
二
〇
己
昌
ユ
２
）
の
研
究
と
、
固
定
的
項
目
と
変
動
的
項
目
と
の
分
類
を
、
そ
の
出

発
点
に
お
い
て
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
研
究
は
、
そ
れ
自
体
、
責
任
あ
る
す
べ
て
の
階
属
の
経
営
者
に
原
価
意
識
（
８
。
。
け

８
婁
ｏ
、
昌
。
。
罵
呂
）
を
も
た
し
め
る
デ
し
と
、
そ
し
て
原
価
計
画
（
旦
§
己
轟
）
と
原
価
管
理
（
８
鼻
；
…
目
ｏ
ｑ
）
の
複
雑
な
問
題
の
評
価

を
助
長
す
る
こ
と
に
極
め
て
有
用
と
な
る
。
そ
れ
は
一
、
一
た
管
現
可
能
な
あ
る
い
は
変
動
間
接
費
予
算
（
８
巨
８
５
匡
ｏ
冒
＜
弩
ぎ
巨
ｏ

◎
＜
ｇ
プ
ｇ
｛
す
自
｛
胴
ｏ
蒜
）
へ
導
く
二
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
原
価
の
変
動
的
項
目
と
固
定
的
項
目
の
分
類
は
、
歴
史
的
原
価
の
集
積
（
碧
昌
冒
巨
暮
｛
冒
亀
サ
ぎ
冒
一
Ｓ
一
８
。
。
ａ
）
の
た
め
の

機
構
を
準
備
す
る
た
め
に
、
Ｊ
、
｛
経
済
的
条
件
の
変
化
を
基
準
と
し
た
操
業
度
に
わ
い
て
予
期
さ
れ
る
変
化
の
精
果
の
研
究
、
あ
る

い
は
販
売
価
格
の
改
訂
、
棚
卸
資
産
の
樹
立
あ
る
い
は
滅
少
、
設
備
の
膨
張
あ
る
い
は
縮
少
、
そ
の
他
特
殊
の
奨
励
活
動
の
如
き
、

経
営
者
が
一
定
の
活
動
を
な
す
た
め
の
原
価
計
画
（
８
。
。
け
雫
＆
９
エ
昌
）
の
基
準
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
経
営
考

が
決
定
を
な
さ
ね
ば
な
ら
れ
い
殆
ん
ど
全
範
囲
に
わ
た
っ
て
重
婁
で
あ
る
集
成
的
な
意
識
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
・

　
若
干
の
会
計
十
は
、
固
定
的
傾
向
と
変
動
的
傾
向
と
に
よ
つ
て
原
価
を
分
類
す
る
こ
と
に
反
対
を
唱
え
て
い
る
。
即
ち
原
価
傾
向

の
か
よ
う
れ
分
類
と
承
認
は
企
業
経
営
者
あ
る
い
は
会
計
士
の
い
づ
れ
に
と
つ
て
も
少
し
も
新
し
く
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し

て
一
、
一
た
生
産
量
、
い
変
化
に
対
し
て
不
規
則
的
な
、
そ
し
で
、
反
比
例
的
な
傾
向
を
も
つ
原
価
の
処
理
○
問
題
に
つ
い
て
も
辞
旬
上
の
承

認
が
与
，
ん
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
例
え
ば
上
述
の
ベ
ィ
ヤ
ｉ
の
よ
う
に
こ
れ
に
対
し
て
ブ
ラ
ァ
ム
メ
ッ
ト
氏
は
、
間
接
費
分
類

に
対
す
る
批
判
は
議
論
の
焦
点
に
多
少
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
と
い
い
、
褒
む
べ
き
会
計
実
務
が
新
し
く
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
非
難
の
方
法
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
し
も
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
概
念
に
っ
い
て
の
擁
護
者
が
勘
定

　
　
い
わ
ゆ
る
，
タ
イ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
イ
ン
グ
の
吟
昧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
一
（
七
〇
七
）

－
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立
命
館
絡
済
学
（
第
囚
巻
・
策
四
暑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
二
（
七
〇
八
）

（
き
８
目
目
誌
）
を
再
分
類
す
る
た
め
の
努
力
を
増
加
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
つ
て
、
コ
ス
ト
．
ヴ
オ
リ
ュ
ー
ム
．
利
益
の

関
係
に
っ
い
て
、
一
そ
う
多
く
意
識
さ
れ
、
そ
し
て
よ
り
よ
く
報
告
さ
れ
る
原
因
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
新
し
い
か
あ
る
い
は
新

し
く
な
い
か
は
別
と
し
て
、
そ
の
概
念
に
つ
い
て
適
当
な
信
用
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
ど
主
張
し
て
い
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
擁
護
者
が
、
間
接
費
の
固
定
費
と
変
動
費
の
分
類
を
示
唆
し
て
い
る
の

は
、
固
定
的
項
目
は
期
間
原
価
で
あ
る
。
そ
し
て
変
動
的
項
目
の
み
が
製
品
原
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
し
て
彼
等
は
、
も
し
も
二
れ
ら
が
勘
定
お
い
て
、
さ
ら
に
講
表
に
わ
い
て
認
め
ら
れ
る
汀
ら
ば
、
経
営
者
は
一
そ
う
有
用
な

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
利
溢
計
画
、
損
益
分
岐
点
分
析
、

予
算
そ
し
て
評
価
（
価
格
決
定
）
を
容
易
に
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
二
の
範
囲
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ム
ァ
ム
メ
ツ
ト
氏
は
製
品
原
価
に
っ
い
て
の
単
一
概
念
は
、
す
べ
て
の
目
的
に
と
っ
て
適
当
で
あ
る

と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
そ
れ
が
使
用
さ
れ
る
目
的
を
考
慮
し
て
、
も
つ
と
も
適
当
な
概
念
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
一
般
に
た
い
て
い
の
会
計
士
が
経
営
管
理
者
は
、
複
数
の
原
価
概
念
の
意
義
を
理
解
す
る
能
力
が
な

い
と
主
張
す
る
の
に
反
対
し
て
、
複
数
の
原
価
概
念
を
理
解
す
る
能
力
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
彼

は
間
定
費
と
変
動
費
の
分
類
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
ヴ
オ
リ
ュ
ー
ム
の
関
係
の
決
定
に
役
立
と
い
う
ダ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
ィ
ン
グ

の
提
案
者
の
意
見
を
支
持
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
法
を
使
用
す
る
損
益
計
算
書
は
、
損
益
分
岐
点
を
一
そ
う
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
意
味
で
変
動
費

の
み
を
も
っ
て
計
算
さ
れ
た
製
品
原
価
は
、
短
期
販
売
価
額
の
決
定
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
彼
は
ダ
ィ
レ
ク
ト

一
一
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
法
で
決
定
し
た
製
品
原
価
が
経
営
者
に
報
告
さ
れ
る
た
だ
一
つ
の
製
品
原
価
で
あ
る
と
い
う
積
極
酌
な
ダ
ィ
レ
ク

●

’
１
－
－



ト
．
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
擁
護
者
の
意
見
に
は
反
対
し
て
お
り
、
少
く
と
も
固
定
費
の
有
効
部
分
を
包
含
す
る
と
こ
ろ
の
総
原
価
あ
る

い
は
製
品
原
価
は
、
↓
。
一
た
長
期
の
価
格
政
策
の
決
定
の
た
め
に
、
そ
し
て
労
働
や
機
械
の
二
者
選
択
的
使
用
を
決
宗
す
る
場
合
に
必

要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
ブ
ラ
ア
ム
メ
ツ
ト
氏
は
、
複
数
の
原
価
概
念
を
認
め
、
産
業
の
会
計
士
は
経
営
者
の
必
要
に
適
含
す
る
と
こ
ろ
の

織
念
や
技
術
を
自
由
に
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。
一
つ
の
概
念
に
制
隈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
ィ
ン
グ

が
経
営
管
理
の
た
め
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
損
益
計
算
書
や
棚
卸
資
産
の
評
価
に
っ
い
て
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
も
っ
と
も
積
極
的
な
唱
導
考
は
、
彼
等
が
提
案

す
る
と
こ
ろ
の
手
続
は
、
そ
れ
自
休
財
務
講
表
に
反
映
す
る
と
認
め
ら
れ
そ
し
て
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
キ
張
す
る
の
に
対
し
て

彼
は
、
所
得
決
定
や
棚
卸
資
産
評
価
の
た
め
に
は
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ト
テ
ィ
ン
グ
の
怖
値
を
全
く
認
め
な
い
。

　
所
得
決
定
は
基
本
的
に
は
、
あ
た
え
ら
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
承
認
さ
れ
た
費
用
と
承
認
さ
れ
た
牧
益
の
相
殺
あ
る
い
は
対
応
の

間
魑
で
あ
る
と
し
て
一
般
に
承
認
さ
れ
た
会
計
理
論
を
支
持
し
て
い
る
。
牧
添
と
費
用
の
承
認
の
時
期
を
渕
定
す
る
こ
と
は
所
得
決

定
の
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
い
、
そ
し
て
、
大
て
い
の
場
含
に
わ
い
て
、
販
売
敢
引
の
時
が
、
牧
益
が
承
認
さ
れ
る
適
当
な
時

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
原
則
の
設
定
は
、
少
く
と
も
費
用
承
認
の
問
題
の
一
．
部
も
ま
た
解
決
し
て
い
る
。
費
用
は
、
そ

れ
ら
の
結
果
が
販
売
敢
引
の
形
体
に
お
い
て
実
現
し
た
時
に
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
る
に
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
ゲ
に
ょ
れ
ば
、
生
産
最
と
芙
鳴
的
に
変
化
し
な
い
と
こ
ろ
の
原
価
は
、
そ
れ
ら
が
生
産
す

る
と
こ
ろ
の
製
品
が
販
売
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
ら
が
発
生
し
た
期
間
の
牧
益
に
対
し
て
対
応
さ
せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
固
定
的
間
接
費
は
製
品
原
価
臥
一
部
を
構
成
せ
ず
、
期
間
費
用
と
し
て
敢
扱
う

　
　
い
わ
ゆ
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ソ
グ
の
吟
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
三
（
七
〇
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
四
（
七
一
〇
）

の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
固
定
的
間
接
費
が
製
造
さ
れ
た
財
の
原
価
の
一
部
構
成
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
の
か
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ

ィ
ン
グ
の
提
案
者
は
伝
統
的
な
全
部
原
価
計
算
手
続
の
下
に
お
い
て
は
、
総
所
得
は
操
業
等
の
変
化
か
ら
、
そ
し
て
棚
卸
姿
産
に
投

ぜ
ら
れ
た
固
定
費
の
額
は
販
売
量
と
は
反
対
に
動
携
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
動
揺
は
経
営
者
に
役
立
っ
よ
り
は
む

し
ろ
混
乱
１
を
供
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
生
産
と
販
売
の
締
果
と
し
て
、
企
業
が
繁
栄
し
、
失

敗
す
る
の
で
あ
つ
て
、
も
し
も
多
く
の
固
定
費
が
一
期
間
よ
り
他
の
期
閉
に
お
け
る
財
貨
の
生
産
に
影
響
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う

な
原
価
の
一
そ
う
多
く
の
も
の
が
製
品
に
割
当
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も
販
売
量
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
棚
卸

資
産
評
価
に
残
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
若
干
の
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
グ
の
擁
護
者
は
、
公
表
さ
れ
る
講
表
目
的
の
た
め
に
棚
卸
資
産
評
価
の

分
野
に
お
い
て
、
そ
の
手
続
の
弱
点
を
承
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
固
定
費
の
適
当
な
部
分
を
棚
鈎
資
産
に
反
映
す
る
た
め
の
修
正
が

容
易
に
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
◎

　
全
部
原
価
計
算
に
対
立
す
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ト
法
は
、
棚
卸
資
産
の
評
価
額
を
減
ず
る
。
そ
し
て
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
実
上
、
一
般
に
承
認
さ
れ
た
会
計
原
則
に
し
た
が
つ
て
財
務
諾
表
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
評
価
額
と
の
間
の
差
額
を
大
き
く
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
外
部
報
告
目
的
と
し
て
は
そ
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
現
行
税
法
に
わ
い
て
は
、
実
際
原
価
計
算
に
よ
る
緕
果
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
棚
卸
評
価
基
準
を
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ト
基
準

に
変
更
す
る
こ
と
も
容
認
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
税
務
諾
法
規
と
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
の
間
の
調
整
が
行

わ
れ
な
い
隈
り
、
企
業
が
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
に
は
、
二
璽
計
算
方
式
を
採
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ｏ
か
く
て

は
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
ト
会
計
士
が
積
極
的
に
主
張
す
る
計
算
の
簡
単
化
は
、
む
し
ろ
か
え
っ
て
逆
の
精
果
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。



ま
た
全
部
原
伽
計
箪
か
ら
、
ダ
ィ
レ
〃
ト
・
コ
ス
ァ
ィ
ン
ゲ
ヘ
の
切
替
え
に
も
い
く
っ
か
の
困
難
が
伴
う
で
あ
乃
う
と
思
わ
れ
る
、

六
　
む
　
　
す

び

　
以
上
、
ア
メ
リ
カ
に
わ
け
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
適
否
に
関
す
る
論
議
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
ベ
ィ
ヤ
ー
氏
は
、

ダ
ィ
レ
ク
ト
一
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
伝
統
的
（
吸
牧
）
原
価
計
算
に
撞
き
挨
へ
ら
る
べ
き
会
計
方
法
で
は
な
く
、
そ
れ
は
内
部
経
営
目
的

の
た
め
と
い
え
ど
も
財
移
諦
表
に
使
用
さ
れ
て
は
れ
ら
れ
い
こ
と
を
捻
調
し
て
い
る
。
ま
た
間
定
的
製
造
間
接
費
を
製
品
評
価
の
た

め
に
分
析
す
る
会
計
技
術
は
、
そ
れ
が
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
採
用
さ
れ
る
以
前
、
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
、
し

た
が
っ
て
全
く
新
し
く
れ
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ダ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
ィ
グ
に
わ
け
る
間
定
的
間
接
費
と
変
動
的
間

接
費
の
分
離
の
困
難
、
認
め
ら
れ
た
棚
卸
汽
産
評
論
と
の
関
係
な
ど
を
詳
述
し
、
斗
一
∴
」
経
営
管
珊
目
附
の
加
」
め
に
は
、
実
際
上
、
損

益
分
岐
点
分
析
（
事
ｏ
芽
２
昌
彗
巴
壱
オ
）
榊
力
性
予
算
（
宇
生
巨
ｏ
す
己
ｏ
ｑ
ｏ
ａ
）
あ
る
い
は
原
価
を
田
定
費
と
変
動
費
構
成
要

素
に
分
析
す
る
と
こ
ん
の
標
準
原
価
（
。
。
９
ま
實
ま
Ｏ
富
ａ
）
の
使
用
に
よ
っ
、
て
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
採
用
す
る
ア
Ｌ
と

な
し
に
経
営
者
に
助
力
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
。
そ
し
て
グ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
フ
、
卜
法
に
よ
っ
て
倣
調
さ
れ
ろ
よ
う
れ
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
伝
統
的
な
吸
牧
法
の
も
と
に
わ
い
て
も
遮
用
可
柁
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
所
得
概
念
に
つ
い
て
の
全
原
理
を
変
え

る
こ
と
を
必
瑛
と
し
な
い
と
し
て
、
原
価
吸
牧
計
算
い
優
位
を
主
張
し
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ァ
ム
メ
ッ
ト
氏
は
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
有
用
性
を
経
営
符
理
と
、
棚
卸
資
、
産
評
価
わ
よ
び
所
得
決
定
の
二
っ
領

域
か
ら
評
価
す
る
。
そ
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
法
が
、
コ
ス
ト
．
ヴ
オ
リ
コ
ー
ム
．
利
溢
の
関
係
に
っ
い
て
の
優
れ
た

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
原
価
煎
識
の
刺
載
、
短
期
販
売
価
格
決
定
に
有
用
で
あ
る
点
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に

　
　
　
い
わ
ゆ
る
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
イ
ソ
グ
の
吟
昧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
兎
（
七
一
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
錐
四
巻
・
錐
四
号
）
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よ
っ
て
全
部
原
価
計
算
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
他
方
、
所
得
決
定
、
棚
卸
資
評
価
に
関
し
て
は
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ

の
価
値
を
全
く
否
定
し
て
い
る
。
み
、
し
て
内
部
原
仙
分
析
の
た
め
に
は
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
使
用
し
、
外
部
報
告
目
的

の
た
め
に
は
伝
統
的
原
価
計
算
法
を
用
い
る
こ
と
示
唆
し
て
い
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

　
思
う
に
、
ダ
ィ
レ
ク
ト
．
コ
ス
テ
ィ
ン
ゲ
は
、
標
準
原
価
計
算
の
一
っ
の
発
展
形
態
と
し
て
の
一
種
の
部
分
原
価
計
算
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
梢
当
す
る
理
論
が
イ
ギ
リ
ス
に
わ
い
て
は
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
コ
ス
テ
ィ
ン
ゲ

（
冒
§
阻
量
一
８
。
。
ユ
箏
岬
）
の
理
論
と
し
て
展
閑
さ
れ
て
い
る
。
ま
篶
」
ド
イ
ツ
に
わ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
な
隈
界
原
価
（
Ｑ
『
竃
Ｎ
ぎ
。
。
↓
竃
）

と
経
営
価
値
計
算
欄
（
寅
ｏ
ま
ｏ
茅
≠
ｏ
算
屋
｝
目
簑
お
）
の
関
係
、
さ
ら
に
数
量
費
（
竃
昌
ｏ
ｑ
彗
斤
富
け
昌
）
と
時
間
費
（
Ｎ
ｏ
｛
宍
畠
け
昌
）
と

に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
発
展
は
現
在
の
経
済
的
、
杜
会
的
基
盤
の
上
に
立
つ
会
計
方
法
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
現
段
階
に
わ
い
て
は
伝
統
的
な
原
価
計
算
に
対
立
せ
し
め
て
、
二
者
選
一
的
に
論
議
せ
ら
る
べ
き
会
計
方
法
で
あ

る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
．
グ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
伝
統
的
洪
正
統
的
）
一
原
価
計
算
方
法
に
対
し
て
批
判
と
し
て
論
ぜ
ら
れ

る
よ
う
に
な
つ
た
も
の
で
あ
ろ
が
。
伝
統
的
原
価
計
算
は
い
ま
な
わ
一
般
に
承
認
さ
れ
た
会
計
方
法
で
あ
り
、
ー
そ
れ
は
長
勤
販
売
価

格
の
決
定
の
た
め
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
公
表
さ
れ
る
財
務
諾
表
目
的
の
た
め
に
、
即
ち
一
般
に
認
め
ら
れ
た
会

計
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
し
た
が
っ
て
作
成
す
る
財
務
諾
表
に
記
載
す
べ
き
棚
卸
資
産
原
価
わ
よ
び
売
上
品
原
価
を
提
供
す
る
も
の

と
し
て
、
そ
の
重
要
性
は
少
し
も
揺
ら
ギ
に
至
つ
て
い
な
い
◎

　
他
方
、
伝
統
的
計
算
法
の
敏
階
を
含
理
化
す
る
計
算
制
度
と
し
て
の
ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
全
部
原
価
計
算
が
算
定

す
る
総
利
益
の
代
り
に
、
限
界
利
溢
（
昌
弩
０
ｑ
｝
量
二
暮
◎
昌
Ｏ
）
が
、
小
さ
れ
る
。
限
界
利
益
は
、
期
間
原
価
を
一
括
回
牧
し
、
か
つ
営
業

利
溢
を
獲
得
し
得
る
額
に
わ
い
て
維
持
す
る
努
力
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
変
動
費
と
固
定
費
を
分
離
す
る
こ
と
は
困
難
な

＼



問
題
で
あ
る
が
、
分
割
し
た
会
計
記
録
か
ら
は
、
限
界
原
伽
の
計
算
や
、
変
動
予
算
作
成
の
た
め
の
基
礎
資
料
の
獲
偽
が
簡
単
、
容

易
と
な
り
、
ま
た
そ
の
計
算
は
全
部
原
価
計
算
と
比
較
し
て
、
迅
速
か
つ
正
確
に
行
い
う
る
と
い
う
長
所
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

企
業
の
短
期
売
価
政
策
、
利
益
計
画
に
か
ん
す
る
損
溢
分
岐
点
分
析
、
変
動
予
算
、
そ
の
他
の
原
価
分
析
等
、
主
と
し
て
内
部
資
料

の
供
給
源
と
し
て
の
意
義
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
者
そ
の
い
づ
れ
を
選
択
す
る
か
は
、
個
々
の
会
計
士
の
本
質
的
な
任

務
、
そ
の
利
用
目
的
を
考
慮
し
て
決
す
べ
き
で
あ
り
、
全
体
と
部
分
と
に
関
す
る
計
算
と
し
て
並
行
的
な
実
施
も
ま
た
一
そ
う
効
果

的
で
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
に
し
て
も
わ
れ
わ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
１
お
け
る
今
後
の
発
展
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
グ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
経
常
的
な
原
価
計
算
制
度
と
し
て
実
施
し
て
い
る
の
は
極
め
て

小
数
の
会
杜
に
止
ま
り
、
大
多
数
の
会
杜
ば
原
価
計
算
制
度
と
し
て
伝
統
的
な
方
法
、
す
な
わ
ら
全
部
原
価
計
算
亭
、
採
用
し
て
わ
り
、

ダ
ィ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
必
要
に
応
じ
て
特
殊
原
価
調
査
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
れ
い
。

い
わ
ゆ
る
、
タ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
イ
ソ
グ
の
吟
味

二
七
七
（
七
二
二
）




